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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックライトユニットと、
　前記バックライトユニット上の液晶パネルと、
　前記液晶パネル上に表示領域及びデッドスペースを有して、互いに対向した上板及び下
板と、
　前記上板及び下板の対向面にそれぞれ形成された第１及び第２透明電極と、
　前記デッドスペースに形成された一つ以上の電極、及び前記上板及び下板との間の前記
デッドスペース領域に形成され、前記上板及び下板を合着させる不透明素材の貼着剤とを
含めてなるタッチパネルと、及び
　前記タッチパネルの4側面に形成された不透明素材の光遮蔽用側壁を含み、
　前記電極は不透明金属でそれぞれ左右０．１ｍｍないし１．３ｍｍの幅で形成され、前
記デッドスペースの最外側から０．１ｍｍないし０．３ｍｍ内側に位置するように形成さ
れることを特徴とする液晶表示装置一体形タッチパネル。
【請求項２】
　少なくとも前記タッチパネル及び前記液晶パネルを支持するケースを更に含めてなる請
求項１に記載の液晶表示装置一体形タッチパネル。
【請求項３】
　前記ケースの上部は前記タッチパネルの表示領域を除いた部分を遮蔽している請求項２
に記載の液晶表示装置一体形タッチパネル。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関するもので、特に、タッチパネルの側面から発生する光漏
洩現象を改善した液晶表示装置一体形タッチパネルに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、各種電子機器を効率的に使うために、リモコンのような別途の入力装置を用い
ることなく、表示装置の表示面で信号を入力できるタッチパネルが汎用されている。即ち
、電子手帳と、液晶表示装置（ＬＣＤ、Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ
　Ｄｅｖｉｃｅ）、ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）、ＰＤＰ（Ｐｌ
ａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）などの平板ディスプレイ装置及びＣＲＴ（Ｃａ
ｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）などの画像表示装置の表示面に設けられてユーザーが画
像を見ながら所望の情報を選択できるようにする装置としてタッチパネルが汎用されてい
る。
【０００３】
　このようなタッチパネルはタッチを感知する方法によって抵抗型、静電容量型、赤外線
又は光センサー型などに区分できる。
　前記タッチパネルの基本構造は、上部電極が形成された上部透明基板と、下部電極が形
成された下部透明基板が一定空間を有して積層されている。従って、ペン又は指のような
所定の入力手段を用いて前記上部基板の表面の何れか一箇所をタッチすると、その上部基
板に形成された上部電極と前記下部基板に形成された下部電極とが互いに通電し、制御装
置は前記接触位置の抵抗値、又はキャパシター値により変化した電圧値を読み込んだ後、
電位差の変化によってその接触位置の座標を探すことになる。
【０００４】
　また、関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルを添付図面を参照して説明する。
　図１は従来のタッチパネルを概略的に示した平面図である。図２ａは図１の上板上に形
成された金属電極及び信号線を示した平面図であり、図２ｂは図１の下板上に形成された
金属電極及び信号線を示した平面図である。図３は図１のＩ-Ｉ`線上の断面図であり、図
４は図１のＩＩ-ＩＩ`線上の断面図である。
【０００５】
　関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルにおいてタッチパネル１００は、図１に示
すように、液晶表示装置の表示面に当たる表示領域（Ｖ/Ａ）と、前記表示領域を包むよ
うにその表示領域（ＶＡ）の周辺部に形成されるデッドスペースとで区分される。　
【０００６】
　図３及び図４を見ると、前記タッチパネル１００の上下基板１、２は内側面に透明電極
３，４がそれぞれ形成されており、一定間隔を隔てて貼着剤９により前記デッドスペース
（ＤＳ）で合着されている。
　従って、ペンや指などで前記上部基板１の表面の何れか一箇所をタッチすると、前記透
明電極３，４がその接触箇所で互いに接触し、その接触位置の抵抗値によって変化した電
圧値が出力される。このようにその接触位置の抵抗値、又はキャパシター値によって変化
した電圧値を読み込まれねばならないので、前記透明電極３，４に電圧を印加し、任意の
接触位置によって変化する電圧値を読み込むための信号線７が備えられる。
【０００７】
　図２ａに示すように、前記上部基板１の左右側のデッドスペース（ＤＳ）に前記透明電
極３と連結するように金属電極５ａ、５ｂが形成されており、上側（又は下側）デッドス
ペース（ＤＳ）にも金属電極５ｃが形成されている。ここで、前記金属電極５ａ、５ｂは
前記透明電極３と電気的に連結するように形成されている。前記金属電極５ｃは前記金属
電極５ｂと電気的に連結されるが、前記透明電極３とは電気的に連結しないように前記透
明電極３と前記金属電極５ｃを含む電極との間に絶縁膜１０ａが形成されている。
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【０００８】
　図２ａ及び図４に示すように、前記上部基板１の一方で前記金属電極５ｃと前記金属電
極５ａとがＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃａｂｌｅ）で構成された前記
信号線７と導電性貼着剤８ａを媒介として連結されている。
　図２ｂを見ると、前記下部基板２の上下側のデッドスペース（ＤＳ）に前記透明電極４
に連結されるように金属電極６ａ、６ｂが形成されており、下部基板２の金属電極６ｃが
左側のデッドスペース（ＤＳ）に形成されている。図４を見ると、前記金属電極６ｃが前
記透明電極４とは電気的に連結しないように、前記透明電極４と前記金属電極６ｃとの間
に絶縁膜１０ｂが形成されている。
【０００９】
　前記信号線７は前記デッドスペース（ＤＳ）上で前記金属電極６ｃを介して前記金属電
極６ａ，６ｂに連結されている。即ち、前記信号線７は導電性貼着剤８ａ，８ｂにより前
記金属電極５ａ、５ｂ、６ｃと電気的に連結されている。前記信号線７は、前記金属電極
５ａ、５ｂ、５ｃ又は６ａ，６ｂ、６ｃを介して前記透明電極３又は４に電源電圧Ｖｃｃ
と接地電圧ＧＮＤを印加したり、前記上下部透明電極３，４が任意の場所で互いに電気的
に接触したとき、前記透明電極３又は４に出力される電圧を出力する。
【００１０】
　前記金属電極５ａ、５ｂ、５ｃ又は６ａ、６ｂ、６ｃは短絡を防止するために前記透明
電極３，４の最外側から約０．３ｍｍないし０．４ｍｍ程度離れるように配置しなければ
ならない。
　このように前記信号線７と前記金属電極５ａ、５ｃ、６ｃは前記デッドスペース（ＤＳ
）の一部領域で前記導電性貼着剤８ａ、８ｂにより互いにボンディングし、前記上下基板
１、２は前記一部領域を除いた前記デッドスペース（ＤＳ）領域で前記絶縁性貼着剤９に
より合着される。
【００１１】
　前記信号線７を前記金属電極５ａ、５ｂ、６ｃにボンディングする方法は、前記信号線
７がボンディングされる部分の金属電極５ａ、５ｂ、６ｃ上には前記導電性貼着剤８ａ、
８ｂを位置させ、前記信号線７がボンディングされない前記デッドスペース（ＤＳ）の領
域には前記絶縁性貼着剤９を位置させた状態で、前記信号線７と前記金属電極５ａ、５ｂ
、６ｃとの間のボンディング部分のみ部分的に約１００℃程度の熱を加熱しながら圧力を
加え、その信号線７を前記該当金属電極５ａ、５ｂ、６ｃにボンディングすると共に、前
記上下基板１、２を互いに合着させる。
【００１２】
　図５は関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルを示した断面図であって、下部偏光
板５１、前記下部偏光板５１上に形成された下部基板３０と前記下部基板３０上に形成さ
れた上部基板４０を有した液晶パネル、前記上部基板４０上に形成された上部偏光板５２
、前記上部偏光板５２上に形成された下部基板２と前記下部基板２上に形成された上部基
板１を有する前記タッチパネル１００とからなる。また、前記全体構造の側面及び前記タ
ッチパネル１００の上部縁にケース塔７０が構成される。
【００１３】
　前記液晶パネルの前記上部基板４０及び前記下部基板３０はカラーフィルターアレイ（
図示せず）及び薄膜トランジスタアレイがそれぞれ形成されており、その両基板３０、４
０との間には液晶層（図示せず）が形成されている。
　また、前記タッチパネル１００の前記上部及び下部基板１、２との間には図２ないし図
４を参照に説明したような構成要素を備えている。
【００１４】
　前記した関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルの動作について説明する。
　先ず、ペンや指などで前記タッチパネル１００の前記上部基板１の何れか一箇所をタッ
チすると、前記透明電極３，４がその接触箇所で互いに接触する。
　この時、前記信号線７の上部に印刷された二つの信号線及び前記金属電極５ａ、５ｂ、
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５ｃを介して前記透明電極３の左右側に電源電圧Ｖｃｃ及び接地電圧ＧＮＤを印加し、前
記下部基板２の前記透明電極４、前記金属電極６ａ，６ｂ，６ｃ及び前記信号線７の下部
に印刷された信号線を介して前記接触地点の電圧値を読み出してＸ軸上の座標値を認識す
る。
【００１５】
　また、前記信号線７の下部に印刷された二つの信号線及び前記金属電圧６ａ、６ｂ、６
ｃを介して前記下部基板１に印刷された透明電極４の上下側に電源電圧
Ｖｃｃ及び接地電圧ＧＮＤを印加し、前記上部基板２の前記透明電極３及び前記金属電極
５ａ、５ｂ、５ｃを介して前記接触した地点の電圧値を読み出してＹ軸上の座標値を認識
する。従って、接触部分のＸ－Ｙ座標値を読み出して接触した位置を認識する。
【００１６】
　図６は関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルを領域別に区分して定義した平面図
である。液晶表示装置を表示装置として用いる液晶表示装置一体形タッチパネルは、一般
に液晶パネルが有する液晶マージン３３ａがタッチパネルのデッドスペース３３ｂより大
きく、この場合液晶表示パネルのマージン３３ａは液晶パネル下部に形成されるゲートラ
イン駆動部とデータライン駆動部の形成領域を考慮したものである。従って、前記液晶マ
ージンは実際回路が形成される部位ではなく、表示装置の非アクティブ領域として作用す
る。実際表示領域は液晶表示装置のアクティブ領域３１であり、該部位が表示面を示すこ
とになる。
【００１７】
　以下、前記関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルの問題点について説明する。
　図７は図５に示すような関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルの問題点を説明す
るための図であり、図８は図５に示すような関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネル
から光漏洩の現象が発生する原理を説明するための図である。
【００１８】
　図７に示すように、関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルは前記説明した上下板
６１、６２からなるタッチパネル６０（上下板間の構造物を図示せず）最上段に配置され
、その下部に順番に液晶パネル３０，４０、バックライトユニット２５が構成されている
。また、前記タッチパネル６０、液晶パネル３０、４０及びバックライトユニット２５の
側面を含めてタッチパネルの外郭を包むようにケース塔７０が構成されている。
【００１９】
　前記液晶パネルはカラーフィルターアレイが形成された上部基板４０と、ＴＦＴアレイ
が形成された下部基板３０と、前記上下部基板４０，３０の間に充填された液晶層（図示
せず）からなる。
　また、上部偏光板５２がタッチパネル６０と同一サイズで前記液晶パネル３０．４０上
に形成され、下部偏光板５１が液晶パネル３０，４０の下部に形成される。
【００２０】
　図７に示すように、前記液晶パネルの前記下部基板３０はＴＦＴアレイを成すゲートラ
インとデータラインを駆動させる駆動部が構成される部位を考慮して前記上部基板４０に
ついてある程度のマージンを有している。
　前記ケース塔７０は画面表示の影響を減らすために前記タッチパネルの非表示領域のデ
ッドスペース領域に形成され、実際表示領域とは約１．４ｍｍないし１．６ｍｍの間隔を
隔てて形成されている。
【００２１】
　従って、内部光源のバックライトユニット２５から放出する光（点線の矢印で表示）の
一部が前記マージン部位を通過した後、前記タッチパネル１００の角または側面に浸透し
てそのタッチパネル１００の表示領域（ＶＡ）側に光が漏れる現象が発生し得る。
　即ち、図８のように、任意の第１媒質を介して一方に進む光が前記基板１、２のように
透明な成分の第２媒質と接するとき、前記第１媒質と前記第２媒質との間の境界面で屈折
が発生し、前記第２媒質内では反射及び屈折を起こしながら進行する。
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【００２２】
　結論的に、関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルでは、前記タッチパネル１００
の側面及び角による屈折光又は反射光により、そのタッチパネルの表示面外郭部における
光漏洩現象を外部から観察できるという問題があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　本発明は、上記関連技術の問題点を解決するためのもので、タッチパネルの表示面の外
郭部における光漏洩を防止する液晶表示装置一体形タッチパネルを提供することが目的で
ある。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　上記目的を達成するための本発明による液晶表示装置一体形タッチパネルの一例は、バ
ックライトユニットと、前記バックライトユニット上の液晶パネルと、
　前記液晶パネル上のタッチパネル及び前記タッチパネルの側面に形成された光遮蔽用側
壁を含めてなることを特徴とする。
【００２５】
　前記側壁は、光を遮断する性質を有するインクまたは不透明誘電体からなる。
また、前記液晶パネルの上部及び下部にそれぞれ偏光板を更に備え、少なくとも前記タッ
チパネル及び前記液晶パネルを支持するケースを備え、前記ケースの上部は前記タッチパ
ネル上の表示領域を除いた部分を遮蔽している。
【００２６】
　前記タッチパネルは、表示領域及びデッドスペースを有して、互いに対向した上板及び
下板と、前記上板及び下板の対向面にそれぞれ形成された第１及び第２透明電極と、前記
デッドスペースに形成された一つ以上の電極及び、前記上板及び下板との間の前記デッド
スペース領域に形成された貼着剤とを含めてなる。
【００２７】
　前記電極は不透明金属光のような遮蔽材質であって、例えば、０．１ｍｍないし１．３
ｍｍの幅で形成され、前記貼着剤は光遮蔽材質からなる。
【００２８】
　バックライトユニットと、前記バックライトユニット上の液晶パネルと、前記液晶パネ
ル上のタッチパネル及び前記タッチパネル及び前記タッチパネルを含む第１構造物をケー
シングするケースと、該ケースは少なくとも前記タッチパネルの表示領域上を除いた前記
第１構造物の側面及び上面を包んでいる。
【００２９】
　前記ケースの端部と前記表示領域の境界面との間のギャップは約１．３ｍｍ以下である
ギャップを有するようにする。
【００３０】
　前記のような目的を達成するために、本発明による液晶表示装置一体形タッチパネルの
他の実施例は、表示領域及びその表示領域周囲のデッドスペースを有して互いに対向する
上板及び下板の対向面にそれぞれ形成された第１及び第２透明電極と、前記デッドスペー
スの最外郭の前記第１及び第２透明電極上に形成された一つ以上の金属電極、及び前記上
板及び下板との間の前記デッドスペース領域に形成されて前記上板及び下板とを互いに貼
り合せる貼着剤を有するタッチパネルと、前記タッチパネル下部の液晶パネル及び前記液
晶パネル下部のバックライトユニットとを含めてなることを特徴とする。また、前記金属
電極は一例として、不透明金属であって０．１ｍｍないし１．３ｍｍの幅で形成され、前
記タッチパネルの側面から見て約０．１ｍｍないし０．４ｍｍ内側に形成されるようにす
る。
【００３１】
　前記のような目的を達成するために、本発明による液晶表示装置一体形タッチパネルの
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他の実施例は、表示領域及びその表示領域周囲のデッドスペースを有して互いに対向する
上板及び下板の対向面にそれぞれ形成された第１及び第２透明電極と、前記デッドスペー
ス内の一つ以上の金属電極、及び前記上板及び下板との間の前記デッドスペース領域に形
成された光遮蔽部材を有するタッチパネルと、
前記タッチパネル下部の液晶パネル及び前記液晶パネル下部のバックライトユニットと、
少なくとも前記タッチパネル及び前記液晶パネルを支持するケースを含めてなることを特
徴とする。また、前記光遮蔽部材は前記上板及び下板を互いに合着させる貼着剤であるこ
とが望ましい。
【発明の効果】
【００３２】
　以上説明したように、本発明の液晶表示装置一体形タッチパネルによると、次のような
効果がある。
　内部光源を有する透過型液晶表示装置を一体形に形成するタッチパネルの場合タッチパ
ネルの側面で光の漏洩現象が観察されたが、タッチパネルの側面で不透明側壁スペーサー
を構成するか、またはケース塔をアクティブ領域に隣接するように延長形成するか、タッ
チパネルの上下板をデッドスペース領域で合着させるとき、不透明所在の両面貼着剤を用
いることで、上下板間に形成する信号印加用の金属電極を更にデッドスペースの外郭に形
成してタッチパネル側面から発生する光漏洩の現象を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、添付の図面を参照して本発明を更に詳細に説明する。
　図９は本発明の第１実施例による液晶表示装置一体形タッチパネルを示した断面図であ
る。
　図９に示すように、第１実施例による液晶表示装置一体形タッチパネルは表示領域を有
して、その表示領域（ＶＡ）の周囲にデッドスペース（ＤＳ）を有するタッチパネル５０
０と、前記タッチパネル５００の下部にタッチ動作によって画像信号を表示する液晶パネ
ル３００と、前記液晶パネル３００に光を照射するバックライトユニット１００と、前記
タッチパネル５００及び前記液晶パネル３００をケーシングするケース塔６００と、前記
タッチパネル５００の側面に形成される不透明側壁スペーサー５５０とを含めてなる。
【００３４】
　前記タッチパネル５００は、互いに対向する上板５１０及び下板５２０、前記上板５１
０及び下板５２０の各対抗面に形成された第１及び第２透明電極（図示せず）、前記デッ
ドスペース（ＤＳ）に形成されて電圧信号を印加する複数の金属電極（図示せず）、前記
デッドスペース（ＤＳ）で前記上板５１０及び下板５２０を合着する両面貼着剤（図示せ
ず）からなる。
　この時、前記上下板５１０，５２０に形成された金属電極が形成された部位に対応する
両面貼着剤は同一であり、その他の部位は導電性を有する成分となる。
【００３５】
　前記複数の金属電極は不透明金属であり、各々左右約０．１ｍｍないし１．３ｍｍの幅
で形成する。また、前記デッドスペースの最外側から約０．１ｍｍないし０．３ｍｍ内側
に位置するように形成する。
　前記不透明側壁スペーサー５５０は前記タッチパネル５００の四つの弁に接して形成さ
れ、その成分は光を遮断する性質のインクまたは不透明誘電体などからなる。
【００３６】
　前記液晶パネル３００は、下部にＴＦＴアレイが形成される下部基板２００と上部にカ
ラーフィルターアレイが形成される上部基板３００からなり、上下部の間には液晶層（図
示せず）を満たして前記液晶の駆動により画像信号を表示する。
　ここで、前記下部基板２００が前記上部基板３００に比べて側面部位が更に広く形成さ
れるが、その理由は前記下部基板２００の側面部位にＴＦＴパネルに形成されるゲートラ
イン及びデータラインを駆動するためのそれぞれの駆動部を含むＰＢＣ（Ｐｉｎｔｅｄ　
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Ｂｏａｒｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）が構成される部位を考慮したものである。
【００３７】
　また、図９に示すように、前記下部基板２００の下部と前記上部基板３００の上部表面
に下部偏光板４１０と上部偏光板４２０がそれぞれ更に形成されて前記バックライトユニ
ット１００による内部透過光の方向を定義する。
　前記バックライトユニット１００は前記液晶パネル２００、３００の光源として、前記
液晶パネル２００、３００の下部に構成されて、オンーオフの動作によって光を照射する
。
【００３８】
　前記バックライトユニット１００が要求する装置は、透過型液晶表示装置であって、反
射型液晶表示装置の場合、前記バックライトユニット１００は省略できる。
　また、ケース塔６００は前記液晶パネル２００、３００、前記タッチパネル５００及び
前記バックライトユニット１００などをケーシングするものであって、前記液晶パネル２
００、３００前記タッチパネル５００及び前記バックライトユニット１００の側部を包ん
で前記タッチパネル５００のデッドスペース領域の一部に亘って形成される。
【００３９】
　図１０は本発明の第２実施例による液晶表示装置一体形タッチパネルを示した断面図で
あって、図９の第１実施例と同一構成は同一符号を付加して説明する。
　図１０に示すように、本発明の第２実施例による液晶表示装置一体形タッチパネルは、
図９の第１実施例と比較して前記タッチパネル５００、前記液晶パネル３００及び前記バ
ックライトユニット１００をケーシングするケース塔６００ａを包含し、ケース塔６００
ａは、前記表示領域（ＶＡ）側に延長されてその表示領域（ＶＡ）に最大に隣接するよう
に形成される。　
【００４０】
　本実施例の場合、前記タッチパネル５００の側面で光漏洩現象が発生する部位に対応し
て前記ケース塔６００ａの上部端を延長形成したものである。
　従って、前記タッチパネル５００の側面で反射及び屈折した光は前記デッドスペース（
ＤＳ）の範囲内で前記延長された前記ケース塔６００ａの部分により遮断されて前記表示
領域（ＶＡ）に異常を起こさず、画像信号が表示される。
【００４１】
　この時前記ケース塔６００ａの上部端部分と前記表示領域（ＶＡ）間の距離は関連技術
の１．４ｍｍないし１．６ｍｍより少ない０．９ｍｍないし１．３ｍｍとなるようにし、
この場合前記表示領域（ＶＡ）と前記ケース塔６００ａとの間に前記間隔を隔てることは
前記ケース塔６００ａをカッティングする時に発生する空差などを考慮したものである。
　本発明の第２実施例は第１実施例と比較して前記不透明側壁スペーサー５５０を省略し
、前記ケース塔６００ａの上部端を延長した差を除いた以外は第１実施例と同様である。
【００４２】
　図１１は本発明の第３実施例によるタッチパネルを示した断面図であって、前記第１及
び第２実施例と同一構成は同一符号を付加して説明する。
　本発明の第３実施例による液晶表示装置一体形タッチパネルは前記タッチパネルを最上
端に構成し、その下部に前記液晶パネル３００と、前記バックライトユニットを構成し、
前記タッチパネル５００、前記液晶パネル３００及び前記バックライトユニット１００の
外側に前記ケース塔６００または６００ａが形成されたもので、このような構成は前記第
１及び第２実施例と同一であり、前記タッチパネル５００の細部構成においては次のよう
な差を有する。
【００４３】
　図１１に示すように、前記タッチパネル５００は表示領域（ＶＡ）とその表示領域（Ｖ
Ａ）の周囲にデッドスペース（ＤＳ）を有して互いに対向している前記上板５１０及び前
記下板５２０と、前記上板５１０及び前記下板５２０の各対抗面に形成された第１及び第
２透明電極５１１、５２２と前記デッドスペース（ＤＳ）に形成された複数の金属電極５
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３０（図面に板に形成される金属電極だけ図示）と、前記上下板５１０，５２０との間の
前記デッドスペース領域ＤＳで前記金属電極５３０を包んで所定のドットスペースを有し
前記上下板５１０、５２０を合着させる不透明素材の貼着剤５４０からなる。
【００４４】
　図１１は前記デッドスペース（ＤＳ）に形成される金属電極のうち前記上板５１０に形
成された金属電極５３０だけを示したもので、実際前記タッチパネル５００の４弁ではこ
のように、前記上板５１０または前記下板５２０上にそれぞれ電圧信号印加用の金属電極
が一つだけ形成される場合以外には、電圧信号印加用の金属電極と外部から連結されて所
定の金属電極に電圧信号を印加する配線用の金属電極などが前記上板５１０と前記下板５
２０にそれぞれ形成されている場合もあり得る。
【００４５】
　この時、前記貼着剤５４０は不透明素材から形成し、金属電極形成状態によって貼着成
分のない不透明絶縁層（図示せず）がその間に更に形成され得る。
　この場合、前記タッチパネル５００の側面に入射する光は前記不透明絶縁層により遮断
されて光漏洩現象が防止される。
【００４６】
　本発明の第３実施例ではタッチパネルの側面、即ち、デッドスペース部位から光漏洩が
発生することを把握してデッドスペースに上下板を合着するために用いる貼着剤に、不透
明材料を用いることで光漏洩の不良問題を解決したものである。
　図１２は本発明の第４実施例によるタッチパネルを示した断面図である。
　本発明の第４実施例は上述した第３実施例と同様で、前記タッチパネル５００を最上段
に構成し、その下部に前記液晶パネル３００と前記バックライトユニット１００を構成し
、前記タッチパネル５００、前記液晶パネル３００及び前記バックライトユニット１００
の外側に前記ケース塔６００または６００ａが形成されたもので、このような構成は前記
の第１、第２及び第３実施例と同一であり、前記タッチパネル５００の細部構成において
は次のような差を有する。　
【００４７】
　図１１に示すように、第４実施例のタッチパネルは表示領域（ＶＡ）とその表示領域（
ＶＡ）の周囲にデッドスペース（ＤＳ）を有して互いに対向している前記上板５１０及び
前記下板５２０と、前記上板５１０及び前記下板５２０対向面にそれぞれ形成された第１
及び第２透明電極５１１、５１２と、前記デッドスペース（ＤＳ）の最外側から約０．１
ｍｍないし０．４ｍｍ内側の位置に形成された複数の金属電極５３０ａ（一つの金属電極
だけ図示）と前記上下板５１０、５２９との間の前記デッドスペース（ＤＳ）に形成され
てその上下板５１０、５２０を合着させる貼着剤５４０ａからなる。
【００４８】
　この場合、前記デッドスペース（ＤＳ）の最外側から０．１ｍないし０．４ｍｍの間隔
を隔てて配置された前記金属電極５３０ａが前記タッチパネル５００の側面に屈折して入
った光を遮断して光漏洩現象を防止できる。
　前記第３実施例と、第４実施例は、それぞれ貼着剤の成分が不透明材質ということと、
透明電極上に形成される金属電極がデッドスペースの最外側に形成されるということ以外
では同一構成となって同一符号を用いる。
　前記説明の光漏洩を防止する四つの実施例のいずれもタッチパネルの四つの角で成され
る。
【００４９】
　以上本発明の好適な一実施態様について説明したが、前記実施態様に限定されず、本発
明の技術思想に基づいて種々の変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】関連技術のタッチパネルを概略的に示す平面図である。
【図２ａ】図１の上板上に形成された金属電極及び信号線を示した平面図である。
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【図２ｂ】図１の下板上に形成された金属電極及び信号線を示した平面図である。
【図３】図１のＩ-Ｉ`線断面図である。
【図４】図１のＩＩ-ＩＩ`線断面図である。
【図５】関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルを示した断面図である。
【図６】関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルを領域別に区分して定義した平面図
である。
【図７】図５のような関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルの問題点を説明するた
めの図である。
【図８】図５のような関連技術の液晶表示装置一体形タッチパネルから光漏洩の現象が発
生する原理を説明するための図である。
【図９】本発明の第１実施例による液晶表示装置一体形タッチパネルの断面図である。
【図１０】本発明の第２実施例による液晶表示装置一体形タッチパネルにおけるタッチパ
ネルの断面図である。
【図１１】本発明の第３実施例による液晶表示装置一体形タッチパネルにおけるタッチパ
ネルの断面図である。
【図１２】本発明の第４実施例による液晶表示装置一体形タッチパネルにおけるタッチパ
ネルの断面図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１００　バックライトユニット
　３００　液晶パネル
　３１０　ＴＦＴアレイ基板
　３２０　カラーフィルターアレイ基板
　４１０、　４２０　偏光板
　５００　タッチパネル
　５１０　上部基板
　５２０　下部基板
　５１１　５１２　第１、第２透明電極
　５３０　金属電極
　５４０　貼着剤
　５５０　側壁
　６００　塔ケース
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